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海中夢
漁業部長上野茂

 科学の加速度的進鼠と一書秦・りにも鱈{り字ある人間自律の浅間
 しさと引去っ尤ことか.ら一空腹を感ずれば、手遅かなバーナ、で
 腹を満たし勺褒とな牝ば月下に舞い、恋をさムやくに譲は£

 かることσ)凌い、I南洋の原始生活こそ・人間本来の幸顎な姿で
 はなかろうかと羨望を・抱くζとすらあ・る'.
 人エ衛星フームの今日、南洋のハナ、の一代り蔓こ空中からとっ

 た丸薬をユ目3粒宛配給される時代の到来妃想饒は発展する

 そこ喜一でIは良二いのだが・...

 外観こそ茸代化を装っていても、水蜜は狩擦の嬢を脱して狂
 い苦々の愛寺る漁業は、ユOO年后に実現するか.も割らない
 丸薬時代に果して宿'奪を許さ牝岩だろうかと思う・と繊然不案

がたかぶる0

 だが衣食住のうち食習蟹は神々変笏健くいものらしく七人工

 デソプソ牡葉緑素を、人工タソバクはこう素を用いて合成忘

 れるらしいが,。漁業健.題しては「水中に一撮年ら牢た電極から
 微弱電流を受疹た魚群は一定のコースをかい勝して所定の位

 憲で一錬をとり句秩'序整鉱と網の中に入れる、産卵、フ化も電

 繍激によ㍗雛の犠所で行われている一とい状態で
 存縄す去らしいからマー安壱というところ場
 そして苦々が・資源〒→海塊と摘況との騎蓬付け紀摩い壁にプ

 ヅツカ.り、沿岸漁業行藷奪砿繋源の人工管理がなきれ凌い限
 り打麗不能だ…と藻掻い兜時代なんておとぎ話紀しかな

 らないだろう。..
 水産は複雑で部外者肥菰挿々塑察しにくいものだ…ζれ

 は永・等水窪一に録を食んだ者の言章で裏返せば榎野の狭さにも

 濁する靭

 だからこの濠水産屋畔電子ユニ.学部門⑳方々に1貫く門戸霧放を
 したらぎう鶯ちう。一水産慶とレてもユ。o年鐘の理想境に
 到達する連の段階として

 'ユ業



 観察の機会宿増すため1の手段として水中一テレ・ピの利用

 雛の要蕨印ボヅ/ヤ叫.ラゾを鮒驚演紀キつて
 送ら㌣る蝋紙潮流等を筆中管琴し㌣泥を天気
 .図化する.、・.二・一㍗・一
 '.蝕語似師(蝿髪殊す)

 讐目新しくもあ手一印・がぺこの・ようなことを漠然。と考完狂ポ
 でも校い、.だが魚をとるごとに片寄り還ぎた苦々仁倣ζれず、
 ら実現段膳に遮レ、芯付議って魯養う。

 コース.設窪を先覚著健切に華願する。一・



 二月の東支部鞍サバ不漁遠因の考察

 呼準慧簑・1墓ノ妻篭J器・∵
 東支鶏海南部の歩づ蒲壕が開発二きれて以:率厳冬の乳用を。中心
 にその前鍾は郡年不漁・となる.観象カ…みら牝、漁獲銃計上ρ上・
 にもIそ・の傾向は明瞭に現われている。

 ζの原甲鮎として気象条鮮の率化・郎固◎岬9◎nの・影
 響による築業不能と之に伴う路漁船の減少に一よるものと考え

 ていた。しかし実際漣撤揚で擦葉し、壊いは当築着の話しを

 踪合するξ“こ②外に海況の'時睡急変や、魚俸の生理的変化
 も亦そあ寒困となりているように捲察鎗三地る一〇

 .筆者等は既鋼の資料を熟して不繍叩琴究を試みたの..
 でその概要をのぺて諸賢の参考に供するポ?妻

.

 蒲獲量の変動..

 一東海サパ艶釣船の主榎拠地である麗娼易港におけるサバの=

 肩弼走湯量、ユ隻平均漁獲量の月別変化は篤一図健示す通り
 である。

 図に1よって窮らかな如く総氷湯量は幽蔓・5唖年が26く2万貫
 ξ篇鮎之2ゴ万認観警鶴蟻蟻蒙淳ている。之は主
 とし千二鉛数の増鋼、船型の増夫によるものである。
 月卵見ると、法単共ユリが鋤歯.期となり、ユ・肌鯛

 なピーグホ環われ出鑑鐙数司ユ隻平均糠獲量共に年中の最高

 を示して当漁場の騒漁期となることがわか・るa之紀反レ、

 くなる傾向があり事実一ヒ当海裁の閑職顛となっていることが

 明らかである二
 面して夏季の不漁逼ついては魚群の北上移動も主要因とな

 りている'ことが顛も池でいる。

 一3・



第1図  水揚量及び一隻平均漁獲量の月別変化(鹿児島港〕



 1.・2月の海況と漁況
 ・漁場の垂心とみ・舳亭・隼・榊一身・軒・榊ユ・・
 度～ユ25鯛辺海域の㍉曲2房の率ミ1駄鮒の分布を榊図
 苧示㌔邸も鍬試の照弾のユ95育隼ユ現慶木敬天丸の工957
 2月の調査結果を観察すると大凡そ次の如き撃が判明する。
 ユ956隼の表層は冷水勢力涼弱く、漁醤重心騎近1ζはユ8℃

 の'等混線がのぴて洲一、一部隼は■9℃の穂高温氷も認められ
 る。字5圃層購近ヤもほk骸た分布状況を示して・いる。

 ζの時期延は倒卵漁場(洲～2舳ユ2知ユぞ弼で.は全般

 酌に不漁となり漁獲率も繭述の馳激触てい?・
 ユ95々一年'σ琴麿は大塵沿岸睦の斗6・ユヴI℃芦の低渥な沿

 摩笹水塊が東に張り出し、暖流系のユ8}畠σg範囲C)島較
 一的高温水は大憧鰯録辺まで後退している。

 7・独唐ではユ・pの等即は表層よ繍1大陸寄りに認め
 .られ鯵水塊の錘カは表層穫.強くないようである田・しかしこの
 一.層構はユ4℃の極めて.低温氷が認めら押顕著な灘境をなして
 いる。..一.

 .この雫の当期の漁蕩は、・2ヂ～28報隷の周麺邸註年と同韓

 不漁鮎㌧爾叩・ユ粋・胴紬一岬騎近で午ソサバ混
 毎⑪詳が漁獲苔れてい喜協

 58一年のユ町旬から・2月上旬賦前年と同様箪隼g艀線
 ・漁場は不漁・となり、西方のユ2砦擦2甲郵癌周辺でゴマサバ
 ;が加潅り多く漁留書れている。

 斯くの如く。ユ2月に最盛謂にはいり轟沈を呈寺る2デ亙1
 ≡糠。ユ2委'理練周辺が2月苗1こ沈思議1健二不精とセる頼商:罫ある筍

}5`一





 東海のサバの漁獲遼氷波及ぴ董卵期

 東溝南都撮揚の識混変動≒.奉面水温の嘩化胆ついて年すで
 に筆者等の報告や宮崎県遠洋漁桑指導所孕調壷鞍魯も.あ一り、
 一渡鍵派遜の範囲.は夏季の特礎を姦くとi÷ら25Cの範囲にあ.
 るζと餌明らか担ぎれている。{曳ζ・の範園の中で工8～那℃

 .で最も紬の倒が争い事.朋吋帥するとユ'・月から・
 那他聞は漁獲雛混購・一・・℃で檎隼く・二.い・早と
 g∵■ユ月に講卜23℃の範囲で穂高めとなっている事.
 もず噌㌍報1書し差通りであ・る。

 産卵につ伽.ては現在ま.で多くの人が令部面から詞養を進絶
 て馳・・即時頚も帥.舳帥ψる41{矢1即灘鯛鏑
 果か・榔ξ;・生殖舳・ユ月郎で症櫨卵小一さへ卵粒
 性認められたいが、ユ2月⑫下旬から1月上旬にな干と急徴
 集魍朴て来二・岬卵脇.千一竿殖襟の大妙念体がg
 く認やられる?・・月下旬.頃からは放卵1後と舵ま・れる芦⑮⑳
 数が多くなg29巫以蘭の海裁では皐月には魍大した数一は激一

 一妻する・
 ''生姦鯛数1吏W…3〈.が1を各月峠榊㍗て
 調べ師卒で.は大体・月下旬頃坤す一で靖勲苧舳め映
 てい予.岬と雛さ牝る。冬菜藩嚇纏叡実施した結果
 舳月上旬から中外・～ユ螂鯛のすバg穫魚が発見さ
 れて洲もユ月下旬雛らす矯電産犀している郊職洲・
 ̂畠る。塑郭綻類砿屠φw革篇マは4月霧嚢と思われるが二遅一
 いものぼ戸帥も愛ら伽頼.土してレ・るらしぺ

・}7'



考察

 以上のぺ泡資科㍑ρセ未漁σ・軍団と1墓峠う・な事馳銭
 討二してみることとす一るq
 先っ竜一ユ県水塊・と、漁況・ピの蘭係をみ季・と、・漁場の重心と在る
 海姦で唯ユ月下旬から2月年孤・■4～.i?℃程琴の低温・永如
 即出して来て二鯛・でのぺた.鰍渥(・・刈職かご宇
 蛙域から漕案し、・・大慶鰯縁辺に挿し第批る。一
 文時としてこの冷水塊繊・櫛の棄鮎でのびて一C鯛C納ing

 を起すご.と一があ尋。

 蝸海・洗面坤見るとぺ亀㍗理・ユ易蝸周鮒紙窮二馴
 出しで来て・いるの、で魚鮒適率温帯を求め千どこか池叩域
 に移動するρではないかセ・云δ考えと魚群繭低揮.水一の為代謝

 維が鍾下し鯛欲苧滅邊牛所謂紅付き不良と守り叩
 帯下灘が浮上して来な順一呼なるも・⑳と靴も帆し
 尚C㈱・d加gが起ること牟今まで構外駆掬'いても繋舶
 ふる虹.く。魚群の移動を蝉し七の周辺海域が不漁となる事
 、が窺熱できる靱.・一ぺ
 電1組あばた魚群穆働の湯含をとりあげると悟'先ヴ移動騒

 一路と.しては附近一の適渥帯が南布移動が推察Iさ抽る⑰吊して色

 々 当講者雫溺を聞く'どこIの雫期鮒漁鯛辺叩魚卵発
 ,早・さ叶ψ様で咋
 南率海姦一の糊は南ユ・・宅隼紅調さ舳ユ易雷珊近
 ⑦一漁場倣謂養資料がな舳亭氷還締酬1賦・棚である
 春、この離近一には台湾北都か引分1寅亘、→ヒ繰潮系の小分派が北
 上しているので沿葦水

 との混合域と在り水温

 は差繋分商めとな浄てい

 る事が推測さ抑る。..
豪3図

 台湾沖28N附近の表面.
氷渥変化

(台湾水試資料)



 更に南の台騨毒舳・蝸②表面個分布か一らわかる馳
 ユ年の最壱温窺と当り、μ℃程度を:示している。・面してこ

 の海舳いオウ紬彰崔雫周苧'・1'J岬沖
 漁窺鮒いり一州月が碑期とな㌔高2枇準率=窪島
 周辺では熟塊曹もったゴマメバが釣獲二されていた箏が戦前⑭

 卒試記鮒漁繋郡言亀認熟難読詮レ、る事とな6
 邸も前記の途一藩漁場が不況となる2月に楓台湾近海雅終漁窺
 になる3肩頃蜘ら簾溝漁場は再び活況を.呈しで来る事となっ
 てこの両漁蕩の魚群は密接な騎達を持つ一ものξ推定き牝る。

 以棚風.き事細・ら・月には東海漁姦の魚群は冷水帯⑳紬
 趾じミこ.よりκ」静下移二勘歩る群のあることが李想さ乳J。ζれが
 不漁原因とな=ツているものと轟察される。

 従り'て、こ⑱時顛に南に下りて漁場調査を行う事が可饅逼

 なると・好綱が発見される可能竿が予り∵㍗不甲闘
 ができるので舳!・か'と靴㍉、.….
 そ⑳予想漁場牛しては、ゴマ歩パ漁弩壷)通碗であ一馬却く駿

 棚の内側が選。足されるぺ'きζも当然の帰結で一ある。一
 次と原因の}りと・して産鋼と集魚効果鵜間頚ふある⑤ζ⑫

 馳州㍗先触一驚料は鮒苧㍉鍾子喜叩魚・.或い!雫
 部直轄⑳歩糟榊.雌灘う畜睦を持つ辛く、.サバの揚含も
 慈嫡帆集魚岬集予な1・と一云う予師あ和
 亘,三観媒凱撃牝検㍍錐脇蟹嚢妙.型・纐
 瓢紗する一と失う当薬・雫馳謡しや・繍・聯男1を細牢
 叡体部始んぎみられないが鎮縄鈎。犬塑魚で法し一ば互、ば見受

 ける事.等がその琴鍵とも租為骨
 困咋菓藩⑭産卵鰍靴のぺた通りユ月柏雛ら帥

 ま.草ものと鑑憲さこれるのでこの考卒は妥当陸を欠くも②でも
 をレ、ように思われる。
 サバは多回産卵であ戸とみられてべる⑳で、翻回の産卵を終

 えた群鵬ぴ索雫蝸婚ト或鯛を舳て鯛の産坤嚇
 うものであろう。



 従つく蓬琴.享(1独ゼ1幻1小型率と鋤戸慮率†次い詳が鈎
 '獲の・対象と稔叙ユ量㌧1㍗劣凶;1㍗1仰㍗一㍗:牛;ポ1'竃の

 一I産卵が鮒豪る'川い舛繍青な一岬首脈㎞鉦と器
 測批るバ産・鮎岳呼捕く叩ξ`蝋ま比較的漁混
 在低調であり二大部秀‡詳夢妾卵窟亭克て索鉢をはじめる
 のは・㍗紬㈹鰍淋再ぴ活痘を墨する事となる。
 ,導下撃恵して浮μな.い群一、鯛歓あ州郡が生理触変
 化(産奥)健よるものかどうかにっいては制定を下す程の

 資.料が・ない。

 一.以上の如く親密までの資料からは、潜水塊②.張蝸しに
 耳る魚群の南下山(塵鯛)と_戸・g絶に邸馳よる
 生活鶏能?低・下跳鯛欲あ低下、産卵鮒の如榊火
 雫集まらない事等が不甑の印となっているも一中≡と推察さ
れるg
 而してこの背開索として隊台湾菰鞭工0q奪馳西側

 師を調査一す挑と一千よつ硝漁場を開案出粂る加鮎
 いかと蓄えている。



水質汚染予備調査
調査部

 二じ康連生物調査・・

忽}丁宝物調査一一

 ユ)底翻生物

 ・言寄主…ミ王窮f記官………末口32年ユニL月2ユ～22・目一

 調養場所別区のとおり・(前回どおり)

 .調査々法歯園圃様・

 争・辮那一鮒る採二蒲一隼物蝸卵1崇翠.々であ,る。
 二1一親養鉛の都合により§‡ユ～ポは欠濁。
 rs鮎」

 岬・離r多毛類」'と「あかしま・もえび?」.の2.穂で㌧蔚
 回・採桑き㍗「艇とムきず!・一な苧ζ」等は全科集呼
 なかった。

 「銑㌣」

 蝸慈は・睡で鯛(・馴より.多義.丁.多毛類」が擾占糧

 二練練∴鰍1つ1畷く幹㍗?)㍗
 r醜9.1

 鴫窮観6穫唱r轟毛類」が擾占程と←て現牟rちりはぎ?.
 rき、母わ究jむ嵩か「免ぴ」rまめが紀だまし亨」「ちごと

 P銚ユエ」

 繕璃種類薮抗競書と1三ξ義1モである拓、前回のrあさむ雅員。J

 rほとポきず」丁は省」、二二対…'て惇。今回捜r多毛頭」(種不

 名)rフ/績アオル.ス目ヤポニクス1が壁かっ土探袋害抽た葭
 r航ユ2」

 の一続jと.1I;'が1婁.、.".採集1;れ島

一1土2#一



岬工叫
 蝸種・議で碑回よりや1・ム少く・・坤穣として〆従来馴.
 r多毛類・が…以ギを吉め・・び幸で」.・・㍗、」脇へ
 r二枚貝」「巻貝」が探察され危ヘミ
 r純ユ6」

 鶏頭雷植3種で前回より少くr多毛類」rちりはぎ?」r

 等脚類」が採集されたが、今国釘われからJは全然採築され
 なかった種

 r就ユ7」

 前鰯咄踊癌は開脚窺」rかいこ州リの二種、鯛ポ
 ー全然課集されなかつ隼のであるが一今回はツ種で「多吾頚」
 が優占程として現われ.rえ.穿J.rつのが㌧寸Jの姓か〔ひとで・J・

 ・端鯛」r二枚貝」等咋集さ・牝㌔
 r餉ユ9」・一・

 臨踊程は蔚圃の?顧曄比べ今回は「多毛頭」が採集さ拓た

 のみ・・一,一

 rS切■』

 砥蕩蟹1洲蟹で鋤圃より多くr多毛頭」が擾占穣ピして一調I

 あれrえ剛・rζめざくら」その・胞が採集されたる。一

 前回蟹占程も「多毛'類」で.あった旬

 「s佃3」、一・・I.ゲ
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 前回はr椴とムきず」が採集されたのであったが、'今回は
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清水川河口附近 調査点

清水川河口附近 底棲生物優占種分布図



清水川河口附近
主要底棲生物分布図

小浜清水川河口附近 底棲生物出現種類数分布図



 華人目当山町搾台=の.氷質濁汚予備調、春を行なった㍗で氷質及
 ぴ底泥分章き姦栗を鞍章す.る。・二1.・
 覇目明籟32年■ユ月・れ1・22・目

 調萱騎ちどり丸・喜さなポ1
 調萱貴永山鯵男・磁戸口勇・九万回一已・上田恵男
 藪料分せき貢上田恵男'。、

資料一採取点
 一電ユ図に示す通り一蟹t,4～3男まで合議29点上り表周

 水・・鯛氷及ぴ底泥を採取し㍉採取方歩及苧鯛紬き方
 湊紅前囲と同様である。
 費料分せき繕・果

 分せき値を霜ユ表に示し者秀布図を第2けユ4図健示す8

 (末尾・謁.載)

Ⅰ.pH

 H分布虹榊臥驚・図に雫㌔表面・互艀㌍・r
 a生干あるが亭t・・…“・帥2で.稽々帥'櫨を示
 して一いる。底麿も亦海岸纏念83J8-4で茜るが沖に内かつ
 て・水深が増加する延つれて漸滅し沖のP耳はao健低下するも

第1図試料採取点



汀生物分布図

 〔Stイ〕永浜

 〔Stロ〕永浜～清水川中間



汀生物

 〔Stハ〕

 〔Stニ〕清水川川口右岸
11月25日竹元技師調査



 〔Stホ〕清水川国道橋上流50米附近

 〔Stヘ〕 清水川川口左岸



汀生物分布図

 〔Stト〕清水川川口左岸

 〔Stチ〕船溜



 〔Stリ〕浜の市港入口右岸

 〔Stヌ〕浜の市港入口左岸



 〔Stル〕浜の市干拓

 〔Stオ〕辺田小島北岸



汀生物分布図

 〔Stワ〕辺田小島南岸

 〔Stカ〕弁天島



 鶴掃除につ∵て騎佃、婁・李て一一きい・'

 ・坊之織薄捜蕩一水蜜操

 岩礁地帯は、"陸上の森林"とレ・え蓉す。一己の森林が丸神主
 になってほ、鳥も、防も一のもい・渋くなる薩健、岩礁地帯も海鉦
 が准く走ると、魚も貝・も、住め杜くなります。この事一を鋤鶴屍
 げ"といらています。この有用海藻を,琴ず増殖するために、

 跳の準藻をとりのぞい・て・燭を?くってやりまれζ苧.宇"
 穣掃除小細帆映重宮。海藻の梗耐、曇分は.吸いませんが、一根が
 つく場所が必要です。岩の面に'.カキがついてレ・たり'他④湾

 坤舳セ1・ると・琴のつく那舳レ・ので成長できません・
 浅海で・'鯛・・とい坤るもの叩・いろレ・ろあり着ずが・.

 '喬多くて困るのは.石灰鉦セす1・石牢動低アナタサノリと同
 じ紅藻類ですが.、面灰質をか麦公てレ}も'杉の葉形に種が螂{

 いる物と、ヨソ州一トを塗りた・ように・着の面Iにぐりりくも②と
 あづます二・ζ6石灰藻准.また歩ソゴモといわれ、地方によ
 っては一イソコビ、ノ{チメチなどと.、いう所もありきす。.繁.殖カ

 苧とて申強く㌔雫鮒した砺臥・ζ⑳石灰即真自にな帆
 います。.岩の由が、一度石灰濠に占領されると、なかなか回,模
 が困難です。毒といって、ζれを妊.っておけば,ますます悪く
 なるばかりですカ“知、'増殖場所をつくるために、石灰藻は、早
 いめに取りの・ぞかお法なりま唯ん6、フノリ、ワカメ等級、あ
 う程度、種まきをしていますあく海中の藩藻の穣は、野菜のよ
 うに藩…屋で'=買うζと胆でき菱せ.。りσデ殻.黎:..はヲe綾一に一海藻.の胞子

 が、たくきんで高時に'磯撮鰹監して、藩もだ麓の生える畑を
 つくるようにし`ています。竃本准、北海遺から九州まで、細

 長.い国で、海氷の湿度も、謬吾既よって非常紅蓮うので、地子
 ④でる時期もかなら書レ、著す。この胞子の出る盛期に。磯轟1睡を
 し狂いと、'効果.がありません。

 本県ではフクロフノリ5～5.月、マグノリ4.る・・月に腿去が掛、
 ています。



 .I水温

 恭湿分布図は雫・図、鮎・即神。一j鏑鯛紳・埼カユ

 ℃で2ユ。を境いとして永浜腎ぱ2苧以下を礼でいる
 が蝸小島鰍・2ユ以上でがt2蝋㍑・柵で最高
 {宣を示し煮:偶底…一言砥箱葦着姜義家はユ芹均2ユて)て:あるめ…輯=芸こ向一カ、つ

 ・(漸裁し帥。・・市易・、2島、28、はユ7り以下;セ最
 牽憧.迄示した。

巳塩泰,愛

 塩鷹董.分雄図抗電6図、.藩7・畢..爆示・女。表擾紘St、ユ2、
 弓一。・一が夫…H・“甘・存そ峠塁少なくこや1舛痘よ..
 り沖印・て多!なgユ号・有が一鮒置と狐一法跳芦、.
 牽邸1弓壬炊華るが沖帥午つ千野義い一ψがプ
 竿値とな?て沽.、率素萱より紬の影響子弘子揚合、.表.
 叩於いて低海岸纏を漢字市港大胆触了七千率㍗くll
 ので年ないかと考宇宇苧季。

 ム溶存酸素量.

 溶繊維鯛蝉・軌I睾蝉一示す雫1鯛は神咋11
 筆・で・・も・・舳ム晩.坤も《一ζの和中.峠硝
 前って増加川・軸嫡芋畔近一千.は㍗71咋和表二
 建と馳一胴㍗麹、へ二郎触6㍗なくなり.・ぺ6..
 、へ・・一舳杓汀1宇最も宇控峠を雫し島

 5.K柳醜・o4漕蟹・舞_,

 室巫章9些湾蟻1茎・=1柵鰍雫十岬デ呼咋㌔泰
 郎清氷川河口縦と資之商蓬入醐逓.及参永浜警紬叶
 場・.。ユ・、ユ.・。、・ユ舳・伽穂・多1弛のI苧竜漱紬,
 亭平均工覗で亭る。底跳表層と翻し頓窩であるが奉昨.
 叉S丸中尾8,2.9、一2α、2ユの附近もえO搦期土を示,レ

 !・ている師

 胸!・溝苧洲亨う多己以上を河11嚇色考泌亨デもl
o,2■“



 a套泥..'.・言
 熟一}、・1勝μ,垂

 学費妄熔ユ・!王畿以下で簿紬熾1水さ二榊三秘下
 である都沖挺向か一って箇が大きくstへ9。ユ5句もユエ

 篠春州・億1・玲最も多'い一・硫化鮒布図醜・
 図に示す。磁化物紘。.?曜以下でこれも溝牽翻ま億がふさ
 ぐ殆んど、跳以下であ嘉沸曼、鮎土って靴、柚く.帥
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 2・、29が美々α八句α㌣拶和犬きい種請;幻、転
 じ寿く熱減量発布図倣篤ユ4図に示す。しやく繁1浅重はユ
 2叱以下で.これも亦姦岸線が最も櫨が小さく一4%以下で牽

 呼沖坤かつて増肌餉冠・がユ・ユ%で畢推を示
 した錆

 以上g緒畢坤見て舳・・ご・…9志・醐・.。・清
 一費量ユエ、・、ユペエユ悔硫化物α・・、α・亨、
 α・い・発レやく熱裁量H。・ユ、ユα・、王け%
 一と程々大きな億を示していることか製氷と莱健流牝込む汚.

 物はSも4,5こ芦、9郡も海ロキり500～800米騎
 逓に沈澱するので準なレ、かと恵うβ叉何牝⑳重;憲櫨も神の

 方が億苧柑レ:結果を示してい一猟これは河紬寛態豹
 影響で振く一。永年紀干る駿亭から.降亨簿芋二其導流れ込んだ
 汚物.等が沖之沖え叱読さ紬1て滋灘し肥芯嬰;ζよ島もの1・裏.
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 …22山



第1表水質
水質

・…ポー'1.

iol・

1ρ1
曜1.
 lo'ε尖
 鵠毛a・■
 loi膿
5際;葦葦
 ・!劇・・
loa5

雛1
IO18-3
 6、藍1機
!・ミ・4

 fユ帝1婁麦
 ユ■i底、a4
i0184
 ■帯偉

lI

11書
 2こ州ユa2壬15ユ肘i20些O!・
 乏〕.371ユ8,571ムユユ7i459ユ江Q6㌣4

 鵜膿1鵬廠…・蝸
 2工OOlユa4ユ15実881工5帥,
 亀ユ.30ユa43.5ユ9211L全、,鰯ミ、よ.!二,.一写」9ユ4

1雛纏徽1111
 鋤撚嘩圭1鵠払α…
 隻鵠畿§鵬き互1主ま9三1。。ポ
 男ユ■20ユ8.0615。■321ユ。全03
 2工6-o

 婁士婁ε圭墓婁8ばき三S跳婁1工。全。

 α62ユ

α650

0-038

0.04■

α540

α604

Q-468

 蝸4・1・■6・,工40い飢591Q・56

1璃1蟻簿繋1訟111111111
10.033

δ20

 a工2

377

&8全

 ユα57

 ユ忽59

a74

6241

i68!

 9一ソO

 ユα001一.
 工忽ユ5,

 瞭1麟鯨菱三繁111111}lll、
 に猟雛爽11紅汁111,l11

 様i桑酬1舳1α6ポi蝸O
 1獺襲蟻終…㌶1搬岬8岬≡ユl11
 垣鳥排1隙譲浅1藍11111:l1線11
 1島、1、婁峨婁圭三ξ圭眠ミ三§奪詐2まピ.、一、。コ、,
 1一う1・ll11繍跳111㌶ll;三,竃、ユこ岳ツ
 1雌1邑;l1三道.簑墜三携1出



承
前 混

■'て9

28園

。

29底

。

50底
 ・o

亭掘
1c

3潜

水'質.

王亘
劇昼
'^^

u 理.樹
欝1擾醸 夏海籔

 篤I泥

 1K理撮04 銃死物

        ■一山'        8.4TJT裏売十三三軸工45下i        
 
1

        8.Oユ6。全0ユ8.88エユ。ユ島4.8ユエ430        8全鳥二」80ユ8.29524㌣二L08Q6ユ51ユ巳36
        8,42ユ.80ユa85;3ユ64a04ユα?34α?㌣2IIユα65
        8-2身αδ8ユ8・3015ユ90工帥6140ユ71ユα835I        8.O一ユ6.52↓8.85'三309α724-1ユα字6        94

        8.021L45ユ8。島6!一妻膿搬引121し壬8,ユ8・5615。ユ8032441乏30壬丘劉}450α4◎419-2ユ        a449531一
        a2.4ユ全41IlL5601α。・・14ユ5 、、、、工壬、,ユ、、、.蟻儀 =L5601

第2図

 PH(表層)



第3図

 PH(底層)

第4図

水温(表層)



第5図

水温(底層)

第6図

塩素量(表層)



第7図

塩素量(底層)

第8図

溶在酸素量(表層)



第9図

溶在酸素量(底層)

第10図

 KMno4消費量(表層)



第11図

 KMno4消費量(底層)

第12図

 KMno4消費量(底泥)



第13図

硫化物(底泥)

第14図

 しゃく熱減量(底泥)



第15図  底泥分せき値の相関関係図

 しやく熱減量



奄美短信
漁網仕立指妙'記

 ・危懐してレ・一た如く天気予輯倣ズバ9著り早朝から細雨漢様で

 空はどんよ物レた暗い天気である。是非鯨網仕立指導汽来で
 く午、左のことであ箏⑳天1侯宇気遣いながら九時一路西古県
 都落に商った。'.,.・∵㌔
 大島海醍は潮流の急な時は河と云戸牟方が多さわ・しい位であ

 る.が、今舳丁度潮時.が血.く少し波立ってい去溺書思鮎る。
 か識急珪部面をも?た山々が幾つもの岬となつて突曹箇'し

 ・湾嘩・陣.溝Iを移率してい.る・.
 ・.清一は漁騒の….・・湾は大'型一船の・避難港と。して自然・申良

 一1撃であり・、景勝雌でも苧弘
 僅率.ばかりの平地を郡碕一し殆んど耕地警は見宇れ李い率50

 川・岬位の瓢.榊散在←てい㌔、部落の人々は瀬戸内職
 申心地で底る吉仁屋え行ミのが膿1榊築・し亭とトている。
 .今自も数隻の通い騒に遇し,船内に沈一襲用延飾った乙女達
 が嬉レ.先う紅手を,振ってい把。、この・遣い艦こ一そ1瀬戸庵の睦}
 ?交軍機.関で華、る。一
 本船はαし葺離の板付郎三ケ月程前進氷し虹ばかりr瀬戸
 内了番の快速騒一だ」と工援は誇大する〇四局カのエソジソ(
 .グボタ)を熱騰し牝ξの板付鰹は旨い波塗けって溝面奄飛ぴ
 1案に速い。飛ば藪・るソプキは晴雨と渥って肌にあたり・、'議嘉廷
 のスワルを廉あラ様である。

 ・工氏が話しか付.るがエソジソの騒音で消吏去りキヤヅチ出来

 な～エソ.ジソの普段繍爾の空肥1麗則的く。吸k・込まれて写
く・・…

 途中銭をしている董行船菅鳥～3見たき・りで物凄びしい感じ

 'さえしたカ㌔.二年前雛して冬た当時苧男女老若の混声チー
 ム・二～・名'でカイを使用し鯛の情離た㍑蹴る風景が
 見られた。今は稀とりつてよかろ.う。

・32“



 30年度占り復興事細一環≒して・海幸1雌全澄と労力②汝
 少・漁獲岬夫を那叫琴崎:の動力侮事1篭の鰍を斌・、

 練㍗2台が㍗漁㍗原動力とな㍗一㍗勲1
 天候の舳占・どう'一寺坪意を催して池オ㍉こ蝸ではと?1・三
 虹もならん・分ど剛海・峡を縦断、眼舵大海が遺9て舳=:
 率H一卵すれ叩的地に率1ので我慢する。
 ■◎時50秀酋酋見に着くi海岸に'は・網主が迎えに来ていた、.

 が挨拶も干'ζそ一ごて先っ益題現象⑳始末からなした次驚。
 当繍は奄美犬馳鮒葛かつお漁業の発祥の地で窮る。一一勲∵
 離滅洛機鱗肺締瓢隼劣前前阻孫吉氏納めて尊書見を～,
 ・処触む干鰭し成・卵た・こ⑫多大な蝉は.歯藩'馳糠・1
 表の闘未を喚起し寸劇戦された当地の韻,'虎松氏倣自ら嗣.鯵・。
 繧乗りこみ技術を、習得した。翌5も年同氏は・同志二十二名を'・
 瑛一らで帆船室網丸を建透し漁法と儘れぬ漁夫の指導にあ走り
 叉餌料摘準湊の研究と没頭し'た。この努力の成果は打続く犬'
 ・漁とな一む本邸島はじめての漁業組合を艦纏し潅。
 翁の偉大抵る功績はかつ嘉'本一釣漁業を本部爵の主幹蒲業と

 して大レ・肥・発1屈曲し曲た6翁亡き穣、一面古見の公園と浮凌れ

 る捻飢吐雫石=婁腿靴・れ二概阻方程め・平重地健翁の設得繰
 が建ち袷も該糠梁の淀め錘輩を励・し.てい一る様である。
 現存揮吉見では正清丸。。漁得丸(鳥。砲)の'2隻が従事して

 抽る。正溝丸の書騒頚・はr著倣この部落の沖合で、叉は鯉場
 ω船底が頼れる穣な処で洛獲れ把も・のだ」と話し吃い1た二一小
 屋曹・擾慧滋欝管足、のび杜がら、冨植ずグオー}ノと襲鷺.し究。

 本邦ではかつ畠・養:手料乏.之てキビナゴが使用されている粥資濠

 の椿渥と云うとこ芦か由簿斜不足にあえ一ぐ時もあり、この間
 蔚敏議漁業の障害ともなっている。

 今日む佳勢億キビナ亨待縄(クレモナ演駕)偉製で茜るが、
 :甥主の家溶はユ5㌻ユ6会・辺)一網子鱗銘りチ…1葉^{'
 軍遠設詩.:1㌔津羊;と彗鉦工・o

 た。婚かζ海学:・宣んいの革ノ、(蜜翼撃落1滝カ)1ヒかガヒ麦曇も

 一55・



 あろうカ1ヌ'繋坤鎗一ふ繍簑一融飢濡もて彊紬仙る
 中で碑抽義馳;繊坤蝋平1・手練の鼓で・予三る;
 でも師させ舳一舳中指㌣った・当人向恵で何か
 竜し。て.レ㌻る.が少凱・叫率・こないる何のζ一とか聞いてみる
 と卵ユ字鰍由4闇片側ユ8問の仕立上り.の三菱.であ外
 ヤレ」ヤレを安堵鮎う帥1た洲遼する今タカ1銚蛎鮒・
 通じ.ない時'.∴.さ・ぞ困牽すること・だろ'うと苦笑した・く.な
 る・当部落を抱一く樗侭立・し危春後の一山々距値雨雲が低くな一

 へ.、天野ア段と険馳なって枇ので。帰場するξ二とにしセ・.
 晴誹は後字西時を廻り一てい・る・藩一岸に砥奇と既に海は荒れ踏

 岬蝉てあろ㌔
 担界値琴く沖合には只江仁昼離島が風浪に差.らわれホソか,.・

 卿㍗い㍗1・.∴バー ,.1㌻1・㌻㍉1・1(㍗辛{㍗.㍗、

'・54_・



 東支那海さば漁況
漁業部

 例年雛箏歩〆漣案の卵期と坤午てい卵肺昨牽≡
 率蹄帥高….一・・㌦・・・・…I・…㌧=
 .'5ζ・8への寓・漁によって今年は・未きで漁・嗣・期らしいもの官見二
 ていIたい。

 ・服児島港延入港舳.一工・・雌給水揚6㍗i-2・〈、ξ、1
 岬叫1㌔その圭漁場停前述あ各滴叩て鮒蝉咋㌢一
 七、:1る'之やと雫年同期と比較すれば一ざニム庸下してい㍉
 亭躯城」・納“何・と岬磯鰯雛坤即苧肌・;1
 ・紬;一一徹触晦酬柄淋げレ栂鰯舶…〆紬な一
 .しても昨日砿漁皆無に終るという'緯な状態であろ。.・魚群1か浮;二一

 上垣付といラ靴な岬二肌鯛に大きく影I讐」印㌧・る卒.・
 く芳し.いもので沌ない6一ζ④標はホソナバ(大中水・亭gガ7
 ・ジ、ヒ・ラサバ混りが多い為香無趣②浮上野の曇細大き'ニレジ
 ⑳と、アジ渥り・⑳群1では移動が沌げしく餌付が不二良となる十
 国をつくつ一1;いる。漁場が遠距離の為往復に6目=を費し銀業

 畷;呼ミ・目飲1トΨ…ε呼碗野翻分で帆
 鵬鯛舳・や州戦鰯鋒融舛φ舳し叉季.
 嚇寓。ま魏沿豊水などの影響によか海流値復懇であり潮流向

 など干目ユ目の琴年一叉暗闇的変化が舳・い帥触“一
 潮上.り簿国難している'状態である。・

 ・恥牟鮒漁況は・漁・不漁が各目・及操坤㍑つて
 大きく語1・ていた邸、無慈の歳(ヒラ'サバ混りの為)一にて斑.
 場一書の.魚価砿上々の成績であり泡。.

 二人入港数水擾ポー航畔均'三・j
 」土・斑・53・ユ6α360〆昼025

 ・・532些?556ム今7ユ
 下旬砧コ、さ0459一ツ8-

62ム].204399

一35肥



2月上旬 鹿児島港入港船調
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2月中旬 鹿児島港入港船調
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2月下旬 鹿児島港入港船調
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 鱗㍗1くる'㍗㍗混・・
 壬・衛。1.・・.。ジ.}1蹄一子翻

 ,姦蟹鳳入濤し党2男⑳'義葵船脆鮭隻でその奄んどが奄
 美大鳥策万加あ紀轟礁滋裁一のビーソナガを,冨駒とする操業績で

 ユ～2隻薫支那海木陸奇りの海壌でサ.バの活餌とするサメの
 延縄帯も入港した。・
 本年のビゾ・ナガ漁倣昨年紀比ペユ%～鳥鴨低く最も良い海,I

 銭でも3帖台で近海では奄美大島東方の畠ま斑一内外⑳上3㌻
 橿の梅壊が鐸も鰍場とな耽・千靴琴ケ.島東宇の手9瑚一
 騎近・の漁一審牲・ユ兆一2%台.で例年に比べ。、ふるお鮎・様であ

 る納離離の海域牢・%合でI例雄大差の李い郎帥.
 が魚俸は小ポく体長70腕～?一5赦台が最も多く漁箏されて'

 いる。

 奄美大.島の漁場は体長90一徹疫麻か多くキハダ、メバチも
 紀繭誰以南の漁場より多くα5堆内外の漁獲章で混獲されて
 いる。o

 父カジキ類の漁も悪くα]1%㌍一義し紅海・強紋非常.に少い然

 .岬支那海のゴCα尋譲.艀苧畔識し一て岬突棒鰍靴マ・
 抑キをi0貝鮒j外輪築でえO～.・・本漁事している;
 南東海大陸寄りのサメ漁は靖獲革ユO%葡後で割合好漁を

 見てい。る。

'■r

 岬ホフo



漁況調査票

調査期間
 自昭和58年差万ユ目
 窒軒昌末口35句…9月8日

鋼査船数 54隻
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 まぐろ漁況図
自昭和33年2月1目
 蔓……郡59年3月8目

上段操業回数
中殻上物激鐙罵薮
下段

 頬部はサメの歯獲率及ぴ滅獲尾数



各部日記

漁業部日記

2月28目

 3月ユ2目

 8月25目・

 一3月28一・目

 紀南溝域え'トンボ、マゲロ漁業試験捷艶漁中⑳

 照繭束25目擾りに帰着え700貫㌣蛎旧

 西海区水硫が策素魏海の海況調査をなす健りき

 馬鍛のためユ6時長崎向け嬬南丸路飢

 籍宿沖合のイタヤ貝漁桑試験並に調査⑮ためチ

 ドリ丸一9時出帆3⑭目矯港

 照南丸西氷研②要務を終り8時帰着

 製遣部便=り.
 ・月・目.フイツμソリュー、プ・歯製
 ζの鯛をもって県農細動繍験苧するζとにな帆・・真
 一目躍・をいとはず、どれを仕上ばち。

 ε月Iい6一圓一来訪本島分場石神薇師
 主簿分場の製造施設に州・て打・合す。
 5月∠、6,8買うしおソ・rセ・ジ製1遣
 5月5,6目中野I技補鹿屋甫へ跳張・。

 生産品の飯騎開播のため・.'
 3月8日来訪書留食品k珪社長

 フイシュ`立叩ユrブんのさばお臓効用とついて資料を捷
 僕した.

 3月ユ0、ユ2、ユ5目.ラし率ソ`セ・玖璽;遺

 書.星ユ5日来訪土野漢薬聖k田.、中島杜量
 化学甘味野について、輔赴製品を紹介あり
 3月■?目.来訪谷.能竃丁飲・董加工組.合員緒方氏・
 琴茅誰麟の隆豊満:験を行う

 干購8・・19三礼挑ポ書.鮒和煮鰯驚雛
 .オ入磁ぎと空姦の耐用鮒見込パの鏑で、庶務部.と養
 殖細が労作面の留カ壷壱監し辛かったひ
 3月22、島4日来訪産之表町徳溝犠平底一



 東宝郵一滋、滝簑詐識キズモハを興晶犯す馬化工撲薇隼つき
 議題をう沙島。...、、∵'.'

 3月れ、鮎、黛珊藤111三遠師・

 佐賀市で麗か細る、'日本鵡フIセ・巨工義重藍圭護の「真空包
 装の実淺会」に出席。

 3月2・・6、目.来訪佐賀灘試場長及庶務部立佳、事務打合せ
 り術^・のため.吐

 来訪加エ藁豊満義彦氏一くん製授衛研修のため

 5月2号目来訪小川香料k淀.'栓員液偉香料普及の
ため

 8一月歩9員県漁違から「.とび魚の加工技術一一」につき・要望・一
 生紀輸送土の鮮度爆一持古湊を研究す・。るよユ・一健。

 ・詞壷部日記

3月4目高須漁協理事5名'来場

 富置漁場調査打合せ

 3月.5日Uユー7目穣あゆ改良試験(於牛榎、叉木技一騎)
 3月29目西接島漁協長・外2各一試験.・掻築篠.、の件について来

場

 8月3工目大川繭種子財漁協・長、'小型定置の絆紀ついそ.爽

 場、占

 一・養殖部メそ

 2月8・6目糸状体培養開始

 3月ユ5目昨年8月ユ5日より泉熱で越冬飼育中のティラピアの

 一部を実績室に移す。帥9日で体長山&碗から平均ユ身伽
 に.成長

 3月ユ8目～ユ9目一南溝区関係沿轟重要魚種資源会議

 於延岡、前田、小松出席

 3月258西海区輿腐ワカメ嬉慧醤議会於三角、竹元出席
 3月鈍ト30目良類壌息調養ちどり丸(.杣、瀬戸口ジ
 貝桁網使用、指宿沿岸書

・42}



分場日記

 }ユヲカrもめ丸入港(輯孝一榊ぐ糠蓑)
 ㌶〕.二.1三I一期ユO日マヘ研究資、糠錘理(穀著書原稿)

 雷員.㌧黒竜県議農林水産委員'行棄揚
 2月ユ帽“繍昌8則灌象試験蟹料整理及ぴ群内漁騒宛潮汐表送付

本場中馬庶務部長.来場

 2月201ヨ

 2月12ユ目

 2一月25ヨ

"26貝

耐風4個.

5目

 がもめ丸上慶

 擁礁丸・上条・水産庁東光卒入港
 モスク生育調査

 .マベI成長,度品泓.魁、,君補笈師放工.関1燃馬。務で上麓。

 デイラぜア測・健さ

 氷蔓課山下技師漁放課山崎、'牧内圭箏来語

 頭43甲・



編集後記

 熱四月になつた海温むあ感沸深く新隼度麗職の麻繋肴黄手・
 襟先々月号から巻頭言を各部長持まわ・りで書いて繋?そレγ

 る年それそ牝の因性と見譲・が拝見路来るのが抱のしい。一.

 擬大島分場便りは毎月きちんと送って賛ってしや抵繧こ張

 り勝ちな本誌になごやか佐色落を与えて、異化る一。そろそ

 ろ名物のハブ公談義が国かれるのではないかと心持ちし

 ている。人あ気も知らなし、でと、となら牝そう塗気もす.
 るが。

 蟻新覇報導によ机ば一、ジュメープで麗機中の覆騒撫淳演会総

 雛㍗て・「沿岸甑鈍繍利」なるものが可決され.
 たと述べているが、さもしく一柱留紅亀のだ、田舎部藩会

 議でもどん牟ことはせぬ。
 海洋狭くなり果て、施莞虞きの感あり。


